
第 12 回研究発表会のお知らせ（第一報） 

 

第 1 2 回  環 境 放 射 能 除 染 研 究 発 表 会 

― 除染・減容化・中間貯蔵など福島の環境再生・復興に向けて ― 

≪ 発表募集している分野 ≫ 

 

 

 

 

 

 

■ 実行委員長：倉持 秀敏（本学会副会長、国立研究開発法人国立環境研究所） 

■ 発表会開催日：2023 年 8 月 30 日（水）～8 月 31 日（木） 

口頭及びポスター研究発表、企画講演、企業展示・企画展示、国際シンポジウム（検討中） 

■ 開催会場：とうほう・みんなの文化センター（福島県文化センター） 

所在地：〒960-8116 福島県福島市春日町 5-54 

■ 発表・聴講参加費（今回より、要旨集は学会指定 URL よりダウンロードとします） 

会員、協賛および後援団体会員：10,000 円（12,000 円）、 

学生：4,000円（5,000 円）、その他の参加者：12,000 円（14,000 円） 

※上記各参加費用の（  ）内は会場にて当日申し込みの場合を示します。 

  ■  企業展示 PR 募集・出展費：1 小間（概ね：幅 1.8 ｍ×高さ 1.8 ｍ）：98,000 円 

福島の復興・環境再生等に貢献の機関や NPO団体の企画展示は無料枠として別途募集 

  ■  エクスカーション：9月 1 日（金）：視察場所は中間貯蔵施設等の現場を準備中 

 JR 福島駅西口出発➡見学先➡JR 福島駅西口解散予定 

 参加資格：原則として研究発表会に参加の方 

※ 各募集等は４月上旬から順次掲載予定、詳細は、学会ホームページをご覧ください。 

主催：一般社団法人環境放射能とその除染・中間貯蔵および環境再生のための学会 

 協賛・後援依頼予定：環境省・福島県・福島市・JESCO・国立環境研究所・土木学会・ 

土壌環境センター・日本原子力学会・廃棄物資源循環学会・他多数 

除染技術（森林・底質・市街地等の追加除染・他）、除染事例、計測・解析技術、 

陸・海域の汚染、野生生物・海洋生物への影響、農産物・水産物への影響、 

除染等作業安全、廃棄物対策、輸送・保管・貯蔵管理、減容化技術、再生利用、 

最終処分、廃炉関連技術、リスクマネージメント、リスクコミュニケーション、 

環境再生・復旧、復興・地域活性化、社会経済学的影響、その他 

 

 

 

本研究発表会は福島復興に向けて、除染・中間貯蔵・減容化・再利用・環境修復・復興・廃炉

および最終処分等の各事業や関連調査研究について、関係者の情報発信の場として、多様な分野

からの研究調査発表・実施事例や実態の報告・復興関連等の発表を募集します。関係者各位が保

有する情報の発信は、福島の抱える諸問題の解決にもつながると考えております。関係者の皆様

には、是非、本研究発表会でのご発表をお願いいたします。各発表の募集要領等は、４月上旬に

学会ホームページに掲載します。開催形態は会場で発表を行い、オンラインで配信するハイブリ

ッド方式で行います。 

申込方法：環境放射能除染学会ホームページ（https://khjosen.smoosy.atlas.jp/ja）をご覧ください。 

問合せ先：一般社団法人環境放射能とその除染・中間貯蔵および環境再生のための学会 

〒305-0061 茨城県つくば市稲荷前 24-10 Ａ-102、Fax：029-886-9228 

アドレス：12th-conf@khjosen.org  担当：第 12 回研究発表会開催事務局 丸山、馬渕 
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